
県漁業振興公害対策基金の設立（｢あゆみ｣p133） 

  

昭和 51 年（1976）12 月、田子の浦港のヘドロ公害に対する「岳南製紙汚水見舞金」が

11 億円で決着し、その見舞金より 4 億円、県より 4 億円の出捐による計 8 億円の基本財産

を目標として、53 年、漁業の振興と漁業に係る公害対策及び漁場環境保全対策を行うこと

を目的とした、「財団法人静岡県漁業振興公害対策基金」が設立された。 

 当初目標の基本財産 8 億円は 55 年に達成し、59 年度末における基本財産は 16 億 6,230

万円となった。60 年には、県から沿岸漁場整備開発法に基づく「指定法人」に指定され、

放流効果実証事業を始め、栽培漁業も積極的に推進することとし、漁業振興公害対策基金

に加えて、栽培漁業推進基金を設け、基金を二本立として、区分して管理し事業を進めて

いる。63年には、名称を「財団法人静岡県漁業振興基金」に変更した。 

 現在、漁業振興公害対策事業としては、漁業関係施設や漁協関連施設などの整備、資源

管理や磯焼け対策の調査、漁業公害対策や海中清掃など漁場環境保全対策、教育広報等各

種事業ヘの助成を行っている。また栽培漁業推進事業としては、伊豆海域でのマダイ及び

榛南海域でのヒラメ放流事業のほか、内浦湾のヒラメ、榛南海域のマダイ、浜名湖のクル

マエビ・ガザミなどの放流効果実証事業を実施している。平成 12 年（2000）度末の基本財

産は 30 億円で、漁業振興基金 17 億円、栽培漁業推進基金 13億円となっている。  
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